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はじめに
　 近 年，日 本 の 自 動 車 メ ー カ ー は，中 国，
ASEAN，インド，ブラジル，ロシアなどの新興
国・地域を中心に生産能力を拡大させるととも
に，国内における生産能力の縮小に取り組んで
いる。この自動車メーカーのグローバルな立地
戦略のなかで，日本の自動車部品サプライヤー
は，国内生産を維持できるのであろうか。
　産業論的な視点からみると，自動車部品の国
内生産について，［国内生産＝国内需要＋輸出
－輸入］という等式が成り立つ。つまり部品の
国内生産の動向は，部品の国内需要と純輸出
（輸出マイナス輸入）の動向に分解して考える
ことができる。
　自動車メーカーが国内の生産能力を縮小する
なか，当然のことながら，部品の国内需要は減
少していく方向にある。よって日本において，
部品の生産が維持されるか否かは，この国内需
要の落ち込みを，純輸出がカバーできるか否か
にかかっている。つまり日本の自動車部品貿易
の動向の分析が，自動車部品の国内生産の存続
を考えるうえで，必要不可欠な作業となるので
ある。
　一般に，機械産業または自動車（部品）産業に
おける貿易研究では，財務省関税局の『貿易統
計』におけるHSコード 1 ）の第8708項や，国連
の『ComtradeDatabase』におけるSITCコード
の第784項など，代表的な自動車部品だけが分
析の対象となっていることが多い（例えば，金,
2005；岡部,2008；経済産業省,2011）。
　確かに複数の産業にまたがって，国，地域，ま
たは世界の貿易構造を分析する場合には，あま
りに細かなレベルでの分析は，いたずらに煩雑
さを増すばかりで，益少なしといえる。しかし自
動車部品産業を中心に，その貿易構造を分析す
るのであれば，HSの第8708項またはSITCの第
784項イコール自動車部品とすることは，二つの
点で問題を持っている。一つは，これらのコード
のなかには，バンパー，シートベルト，ブレーキ，
トランスミッション，ステアリング，ラジエター
など，技術，容量，重量，価格などが異なる多種
多様な自動車部品が含まれている点である。
　そしてもう一つは，HS の第 8708 項や SITC
の第784項に含まれていない自動車部品も多く
存在する点である。例えばエンジン，エンジン
部品，シート，ワイヤーハーネスなどは，自動
車を構成する重要な部品であるものの，船舶な
ど自動車以外の用途も幅広く存在するため，異
なるコードが割り振られている。
　すでにこの問題点を認識し，HSの第8708項
やSITCの第784項に限定しない日本の自動車
部品貿易の分析を行っている先行研究として
小林（2013），韓（2015），馬場（2015）が得られ
ている。小林（2013）は，HS6 桁レベルで自動
車部品83品目を抽出し，2007年から2011年に
かけて，日本とタイにおける対アメリカおよび
対EUの自動車部品輸出が，どのように変化し
たのかを分析し，対アメリカへの自動車部品輸
出において，タイの国際競争力が向上している
ことを明らかにしている。韓（2015）は，韓国の
HSコードであるHSK10桁レベルで63品目を
抽出し，日韓の自動車部品貿易の動向を分析し
ている。2014年から日本の対韓自動車部品貿易
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が赤字に転落した原因として，韓国への輸出に
おいて「トランスミッション及びその部品」2 ）
や「ディーゼルエンジン本体部品」の金額が急
落していること，反対に韓国からの輸入におい
て「その他の部品」や「その他の車体部品」の金
額が急増していることを指摘している。馬場
（2015）は，自動車部品 26 品目（HS4 桁または
HS6 桁レベル）を対象に，1992年と2013年にお
ける日中韓 3 カ国の貿易特化指数を計算し，中
国と韓国では多くの部品において，その数値が
上昇していることを指摘，中国と韓国は「自動
車部品産業に成功した，あるいは成功しつつあ
る」（p.143）と結論づけている。
　これらの先行研究から，自動車部品貿易にお
ける，中国，韓国，タイなどアジア諸国の国際
競争力の向上と，反対に日本の国際競争力の低
下を確認することができる。しかし先行研究で
は，第一に日本の自動車部品貿易の全体像では
なく，日本とタイ，日本と韓国，そして日本と
中国と韓国など，二国間または三国間の自動車
部品貿易の関係性に分析の対象を限定してい
る。第二に，貿易データを分析の中心に据えて
いることから，自動車部品貿易の変化に対する
説明が弱い。そこでは，日本とある国との自動
車部品貿易の増加を，日本の自動車関連企業の
進出や民族系の部品サプライヤーの成長などに
求めているが，それらを裏付ける定量的なデー
タの提示はなされていない。
　それゆえ本稿では，日本における自動車部品
の国内生産の存続を考察する基礎的な資料を提
供することを目的として，日本の自動車部品貿
易の全体像を把握し，日本企業のグローバル立
地の状況から日本の自動車部品貿易の変化を説
明することを試みる。
　以下，本稿では，はじめに分析対象である自
動車部品の範囲を明らかにする。具体的には，
『貿易統計』の統計品目番号から網羅的に自動
車部品を抽出し，それらを再整理する。第二に，
再整理された自動車部品の分類をもとに，2000
年と2013年を対象として，国別・品別にみた
日本の自動車部品貿易の全体像を分析する。第
三に，『海外進出企業要覧（会社別編）』を用い
て日本の自動車メーカーと自動車部品サプライ
ヤーのグローバル立地の現状を明らかにすると
ともに，それと日本の自動車部品貿易の変化を
関連づける。最後に，これまでの議論をまとめ，
残された課題について言及する。
Ⅰ　『貿易統計』における自動車部品
の再整理
　本稿は，貿易データとして，財務省関税局が
取りまとめている『貿易統計』を利用する。『貿
易統計』には，国際標準化された統計品目番
号（HarmonizedCommodityandDescription
CodingSystemCode，HSコード）にもとづき，
日本と諸外国のあいだで取引されるすべての貿
易財が分類されており，その金額と数量が記載
されている。日本においてHSコードは，全部で
9 桁の数字で表されており，上 2 桁までが「類」，
上 4 桁までが「項」，上 6 桁までが「号」，そして
9 桁が「統計細分」とされている。上 6 桁までは
世界共通であり，輸出入とも共通である。しか
し「統計細分」を加えた 9 桁のHSコードは日本
独自のものであり，また必ずしも輸出と輸入に
おいて同じではない。
　例えば，自動車用のホイールは，第87類「鉄
道用以外の車両及びその部品」のなかの第8708
項「自動車用の部品」，さらにそのなかの第
8708.70号「ホイール」に含まれる。輸出におい
ては，これ以上の区別は存在せず，9 桁の「統計
細分」はHS8708.70.000のみとなっている。しか
し輸入では，さらにHS8708.70.010「トラクター
用のもの」と，HS8708.70.090「その他のもの」に
分けられており，自動車用のホイールは，この
「その他のもの」のなかに含まれる（図 1）。
　それゆえ本稿では，以下の手順で，もっとも
詳細な 9 桁レベルで，可能な限り多くの自動車
部品を抽出し，それらを中分類43品目，大分
類 9 品目へと集約・再構成することにした。巻
末に付表として，HSコードとの対応表を掲載
している。また付表および本稿の本文では表記
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の煩雑さを避けるため，誤解が生じない範囲内
で，『貿易統計』における表記を大幅に簡略化し
た一般的な表記を採用している。
　第一に，『貿易統計』における自動車部品を
網羅的に収録している日本自動車部品工業会
の『自動車部品の輸出入統計』を参考に，9 桁レ
ベルにおいて輸出97品目，輸入104品目を抽出
した。輸出と輸入で品目数が揃っていない理由
は，上述したように 9 桁のHSコードが輸出と
輸入において異なるためである。
　ところで，これらの部品のなかには，「自動車
用と特定されていないもの」や「自動車用では
ないもの」も存在する。上述したようにホイー
ルは，9 桁レベルでも，輸出においてはトラク
ター用と自動車用が混在したデータしかなかっ
た。つまりホイールは，輸出において自動車用
が特定されていない。他方輸入では，トラク
ター用と自動車用に区分されていた。このよう
な場合，本稿では，輸出と輸入でカバーする範
囲を揃えるために，輸出の「自動車用と特定さ
れていないもの」を分析対象とすると同時に，
輸入のトラクター用，つまり「自動車用ではな
いもの」も分析対象に含めることにした。
　第二に分析における操作性を高めるため，こ
れら輸出97品目と輸入104品目を，中分類とし
て，基本的にはHS4 桁レベルで，輸出入43品
目に集約した。しかしHS4 桁の「項」において，
区別すべきと考えられる多種多様な自動車部品
が含まれている場合には，それらを異なる品目
とした。具体的には，代表的な自動車部品がま
とめられている第8708項を，中分類においては
14品目に分割した。同様に，エンジン本体部品
の第8409項もディーゼル用とガソリンエンジ
ン用を区別し 2 品目に分割した。
　最後に，アイアールシーの『自動車部品200
品目の生産流通調査2014年版』による部品分
類を参考に，中分類43品目を，その機能ごとに
大分類 9 品目にまとめた。簡単に説明するなら
　注）それぞれの名称は，『実行関税率表』や『輸出統計品目標』の表記とは異なり，大幅に簡略化している。
資料）財務省（2015b），財務省（2015c）をもとに筆者作成。
図 1　HSコードにおける自動車用ホイールの位置
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ば，大分類は，自動車の走る動力を生み出す「エ
ンジン及びその部品」，その動力を走る力に変
える「パワートレイン及びその部品」と「タイヤ・
ホイール」，走る力を制御する「ステアリング及
びその部品」，「サスペンション及びその部品」，
「ブレーキ及びその部品」，そして人・外界と自
動車のインターフェイスとなる「車体及びその
部品」と「車体電装品」，最後に分類の難しい「そ
の他の部品」に分けられている。
　このようにして，9 桁レベルまで遡り，可能
な限り網羅的に自動車部品を抽出した結果，
2013年における日本の自動車部品貿易は，輸出
額が 6 兆9,880億円，輸入額が 2 兆1,481億円と
なった。代表的な自動車部品である第8708項だ
けの数字をみると，その輸出額は 3 兆4,375億
円，輸入額は6,904億円と，本稿で再整理した自
動車部品の輸出額の49.2％，輸入額の32.1％に
過ぎないことが明らかになった。
　しかし本稿においては，輸出と輸入のカバー
する範囲を共通化しつつ，網羅的に自動車部品
を抽出したため，データのなかに「自動車用と
特定されていないもの」や「自動車用ではない
もの」が混入している。それらの輸出総額に占
める割合をみると，「自動車向けと特定されて
いないもの」が20.4％，「自動車用ではないもの」
が0.3％であった。同じく輸入総額に占める割合
では，それぞれ8.5％と12.2％であった。それゆ
え本稿のデータでは，自動車部品の貿易額（と
くに輸入額）が，実態よりも大きくなっている
ことに注意する必要がある。
Ⅱ　自動車部品貿易の「アジア・シフ
ト」
　 1．地域別・部品（大分類）別にみた貿易の
変化
　2000年から2007年にかけて，日本の自動車
部品の貿易額は，輸出入ともに右肩上がりの成
長を記録した（図 2）。その後，世界的な金融危
機の影響から落ち込むものの，2013年には，そ
れ以前の水準までV字回復を遂げている。しか
しながら貿易収支（純輸出）をみると，2007年
以降，頭打ちの状況にある。
　世界をアジア，北米，欧州，その他の 4 つの
地域 3 ）に区分し，地域レベルで，日本の自動車
部品貿易における貿易相手の変化を確認しよ
う。日本の貿易相手地域の構成は，2000年から
2013年にかけて大きく変化した。主要な貿易
相手先が，北米からアジアへとシフトしている
（図 3）。
資料）財務省（2015a）をもとに筆者作成。
図 2　日本の自動車部品貿易の推移
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　2000年，日本の自動車部品の輸出総額に占め
るアジアのシェアは25.3％，対して北米のシェ
アは45.8％であった。それが2013年には，アジ
アのシェアが41.8％，北米のシェアが28.8％と，
完全に入れ替わってしまった。
　他方，輸入においては，2000年当時からすで
に日本の自動車部品の輸入総額に占めるアジア
のシェアは高く45.3％であったが，その後継続
してシェアを伸ばし，2013年には 7 割を超えて
いる。反対に2000年から2013年にかけて，北米
のシェアは33.6％から9.2％へと低下した。
　つぎに大分類 9 品目レベルで，日本の自動車
部品貿易の変化をみよう（表 1）。2000年から
2013年にかけて，輸出では「パワートレイン及
びその部品」と「エンジン及びその部品」が増加
しており，この二つの部品の輸出の増加額への
寄与率 4 ）はあわせて73％を超えている。輸出同
様，輸入においても「パワートレイン及びその
部品」と「エンジン及びその部品」が増加してい
るが，それ以上に「車体電装品」の増加が著し
い。「車体電装品」の輸入の増加額への寄与率は
約34％となっている。
　2013 年現在，日本の主要な輸出部品は「パ
ワートレイン及びその部品」と「エンジン及び
その部品」，そして主要な輸入部品は「車体電装
品」と「エンジン及びその部品」である。
　2000年から2013年にかけて，日本の自動車
部品貿易では，地域別には輸出入ともに北米の
低迷とアジアの成長，すなわち「アジア・シフ
ト」が確認された。部品（大分類）別には，輸出
では「パワートレイン及びその部品」と「エン
ジン及びその部品」の増加，輸入では「車体電
装品」，「パワートレイン及びその部品」，そして
「エンジン及びその部品」の増加が確認された。
　ただし，地域別と部品別の分析を統合すると，
現実はもう少し複雑である。世界 4 地域と大分
類 9 品目のデータをクロスさせると，全部で36
項目のデータを把握できる。表 2 は，この36項
目に関して，日本の自動車部品の輸出総額また
は輸入総額の増減（2000-13年）に対する寄与率，
上位 5 項目と下位 5 項目を示したものである。
　輸出の「パワートレイン及びその部品」は，
アジア向けのみならず，北米や欧州向けも同時
に伸びている。これに対して輸出の「エンジン
資料）図 2 に同じ。
図 3　貿易相手地域からみた日本の自動車部品貿易の変化
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及びその部品」は，アジア向けは増加しつつも，
北米向けは大きく減少している。これが二つの
部品の増加額の違いをもたらしている。
　輸入の「車体電装品」，「パワートレイン及び
その部品」，そして「エンジン及びその部品」は，
アジアからの輸入増でほとんど説明される。た
だし「エンジン及びその部品」は北米からの輸
入減を確認することができる。
　 2．国別・部品（中分類）別にみた貿易の変化
　前節では，地域別，部品（大分類）別に，日本
の自動車部品貿易において生じている変化の大
枠をとらえた。本節では，国別，部品（中分類）
別に分析することで，その詳細を確認すること
にする。
　はじめに国別に，日本の自動車部品貿易の動
きをみよう（表 3）。2013年，輸出ではアメリカ
（23.5％），輸入では中国（33.5％）が一番の貿易
表 1　部品（大分類）別にみた自動車部品貿易額，増減，寄与率
（億円，％）
部品名
（大分類）
輸出 輸入
2013 年
金　額
00-13 年
増　減
2013 年
金　額
00-13 年
増　減構成比 寄与率 構成比 寄与率
エンジン及びその部品 20 ,335 29 . 1 6 , 640 23 . 2 4 , 682 21 . 8 2 , 842 19 . 6
パワートレイン及びその部品 24 ,697 35 . 3 14 , 427 50 . 4 3 , 300 15 . 4 2 , 607 18 . 0
タイヤ・ホイール 4,934 7 . 1 1 , 811 6 . 3 2 , 257 10 . 5 1 , 291 8 . 9
ステアリング及びその部品 1,529 2 . 2 1 , 232 4 . 3 320 1 . 5 234 1 . 6
サスペンション及びその部品 1,249 1 . 8 933 3 . 3 345 1 . 6 310 2 . 1
ブレーキ及びその部品 2,158 3 . 1 899 3 . 1 552 2 . 6 399 2 . 8
車体及びその部品 6,280 9 . 0 1 , 935 6 . 8 2 , 569 12 . 0 1 , 557 10 . 8
車体電装品 3,091 4 . 4 595 2 . 1 6 , 635 30 . 9 4 , 913 33 . 9
その他の部品 5,608 8 . 0 155 0 . 5 821 3 . 8 330 2 . 3
自動車部品　計 69 ,880 100 .0 28 , 626 100 .0 21 , 481 100 .0 14 , 484 100 .0
資料）図 2 に同じ。
表 2　地域別・部品（大分類）別にみた自動車部品貿易の増減額に対する寄与率（2000 年 -13 年）
a）日本の輸出　上位 5 項目 （％） c）日本の輸入　上位 5 項目 （％）
no. 地域名
部品名
（大分類）
寄与率 no. 地域名
部品名
（大分類）
寄与率
1 アジア パワートレイン及びその部品 31 .4 1 アジア 車体電装品 33 .9
2 アジア エンジン及びその部品 17 .9 2 アジア エンジン及びその部品 13 .1
3 北米 パワートレイン及びその部品 8.8 3 アジア 車体及びその部品 11 .9
4 欧州 パワートレイン及びその部品 6.7 4 アジア パワートレイン及びその部品 10 .7
5 アジア 車体及びその部品 5.6 5 アジア タイヤ・ホイール 9.7
b）日本の輸出　下位 5 項目 （％） d）日本の輸入　下位 5 項目 （％）
no. 地域名
部品名
（大分類）
寄与率 no. 地域名
部品名
（大分類）
寄与率
1 北米 エンジン及びその部品 -3 .1 1 北米 車体及びその部品 -1 .8
2 北米 その他の部品 -2 .4 2 北米 タイヤ・ホイール -1 .1
3 北米 車体及びその部品 -1 .3 3 北米 車体電装品 -0 .7
4 北米 車体電装品 -0 .6 4 北米 エンジン及びその部品 -0 .6
5 北米 ブレーキ及びその部品 -0 .2 5 北米 その他の部品 -0 .5
資料）図 2 に同じ。
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相手国となっている。2000年から2013年にか
けての変化をみると，アメリカが輸出額を減ら
しているのに対して，中国，タイ，そしてイン
ドネシアが輸出額を大きく伸ばしている。輸入
においては，やはり中国，タイ，そして今度は
ベトナムが金額を大きく伸ばしている。つまり
「アジア・シフト」におけるアジアとは，最大の
貿易相手国となった中国に加えて，東南アジア
諸国のタイ，インドネシア，そしてベトナムで
あると指摘することができる。
　つぎに中分類43品目レベルの部品別に，日
本の自動車部品貿易の動きをみよう。2013年，
輸出ではパワートレインを構成する「トランス
ミッション及びその部品」（22.6％）と「その他
の動力伝導装置」（7.9％）が大きな割合を占めて
いることがわかる（表 4）。
　パワートレインとは，エンジンで生み出され
た動力をタイヤ・ホイールに伝える役割を担う
部品群のことであるが，エンジンに近いほうか
ら，フライホイール，クラッチ，トランスミッ
ション，ディファレンシャルギア（以下，デフ），
そして車軸から構成されている。車軸には，サ
スペンションの方式によって種類があり，車軸
懸架方式では非駆動軸，現在主流の独立懸架方
式では駆動軸と呼ばれている。
　本稿における「駆動軸（デフを含む）と非駆動
軸及びその部品」とは，デフと車軸を合わせた
カテゴリーである。また「その他の動力伝導装
置」とは，「クラッチ及びその部品」，「トランス
ミッション及びその部品」，そして「駆動軸（デ
フを含む）と非駆動軸及びその部品」を除く部
品群であり，フライホイール，伝動軸，軸受箱
などが含まれている。
　輸入では，車体電装品の「ワイヤーハーネス」
が19.1％のシェアを持っており，続いて「その
他の動力伝動装置」（7.2％），「ホイール」（5.9％）
の順となっている。
　ワイヤーハーネスとは，電子部品への電力供
給や信号伝達を担当する部品のことである。電
線，コネクタ，ジャンクションボックス，プロテ
クタ，クランプなど数多くの小部品から構成さ
れており，電線という柔らかい素材をメインとし
ているため，組立の自動化が難しいことから，労
働集約的な自動車部品の代表例となっている。
　2000年から2013年にかけての変化をみると，
輸出では，パワートレインを構成する「トラン
スミッション及びその部品」，「その他の動力伝
導装置」，「駆動軸（デフを含む）と非駆動軸及び
その部品」が金額を伸ばしている。
　とくに「トランスミッション及びその部品」
表 3　国別にみた自動車部品貿易額，増減額，寄与率
a）日本の輸出 （億円，％） b）日本の輸入 （億円，％）
no. 国名
2013 年
金額
00-13 年
増減額
no. 国名
2013 年
金額
00-13 年
増減額構成比 寄与率 構成比 寄与率
1 アメリカ 16 ,445 23 . 5 -338 -1 .2 1 中国 7,207 33 . 5 6 , 354 43 . 9
2 中国 11 ,097 15 . 9 9 , 726 34 . 0 2 タイ 2,082 9 . 7 1 , 590 11 . 0
3 タイ 7,555 10 . 8 5 , 957 20 . 8 3 ベトナム 1,737 8 . 1 1 , 591 11 . 0
4 インドネシア 3,324 4 . 8 1 , 830 6 . 4 4 アメリカ 1,659 7 . 7 -601 -4 .2
5 イギリス 2,041 2 . 9 477 1 . 7 5 ドイツ 1,580 7 . 4 1 , 087 7 . 5
6 ドイツ 2,031 2 . 9 879 3 . 1 6 韓国 1,445 6 . 7 1 , 120 7 . 7
7 メキシコ 1,985 2 . 8 1 , 061 3 . 7 7 フィリピン 1,107 5 . 2 603 4 . 2
8 カナダ 1,729 2 . 5 533 1 . 9 8 インドネシア 1,075 5 . 0 799 5 . 5
9 オランダ 1,573 2 . 3 683 2 . 4 9 台湾 612 2 . 8 237 1 . 6
10 マレーシア 1,514 2 . 2 639 2 . 2 10 フランス 354 1 . 7 185 1 . 3
上位 10 カ国　計 49 ,295 70 . 5 21 , 445 74 . 9 上位 10 カ国　計 18 ,858 87 . 8 12 , 964 89 . 5
世界　計 69 ,880 100 .0 28 , 626 100 .0 世界　計 21 ,481 100 .0 14 , 484 100 .0
資料）図 2 に同じ。
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の伸びは著しく，輸出増加額の34.5％を占めて
いる。また「ガソリンエンジン本体部品」や「エ
ンジン用点火装置」などのエンジン部品が増加
するなか，「ガソリンエンジン」本体が金額を減
らしていることは興味深い。
　輸入では，やはり車体電装品の「ワイヤー
ハーネス」の伸びが著しい。その輸出の増加額
における寄与率は22.0％となっている。その他
もパワートレインを構成する「その他の動力伝
導装置」と「トランスミッション及びその部品」
が金額を伸ばしている。
　大分類 9 品目レベルで輸出額の増加の確認さ
れた「パワートレイン及びその部品」の中身は，
「トランスミッション及びその部品」と「その他
の動力伝導装置」であった。同じく「エンジン及
びその部品」の中身は，エンジンそのものでは
なく，「ガソリンエンジン本体部品」や「エンジ
ン点火装置」などのエンジン部品であった。
　大分類 9 品目レベルで輸入額の増加の確認さ
れた「車体電装品」，「パワートレイン及びその
部品」，そして「エンジン及びその部品」の中身
は，それぞれ「ワイヤーハーネス」，「その他の
動力装置」と「トランスミッション及びその部
品」，そして「過給機及びその部品」と「ガソリ
表 4　部品（中分類）別にみた自動車部品貿易額，増減，寄与率
a）輸　出 （億円，％）
no.
部品名
（大分類）
部品名
（中分類）
金額
00-13 年
増減額構成比 寄与率
1 パワートレイン トランスミッション及びその部品 15 ,807 22 . 6 9 , 871 34 . 5
2 パワートレイン その他の動力伝導装置 5,516 7 . 9 2 , 355 8 . 2
3 その他 その他の部品 5,431 7 . 8 69 0 . 2
4 エンジン ガソリンエンジン本体部品 5,193 7 . 4 1 , 469 5 . 1
5 タイヤ・ホイール タイヤ 4,494 6 . 4 1 , 672 5 . 8
6 エンジン エンジン用点火装置 3,555 5 . 1 1 , 754 6 . 1
7 車体 その他の車体部品 3,466 5 . 0 135 0 . 5
8 エンジン ガソリンエンジン 2,731 3 . 9 -912 -3 .2
9 パワートレイン 駆動軸（デフを含む）と非駆動軸及びその部品 2,483 3 . 6 1 , 822 6 . 4
10 ブレーキ ブレーキ及びその部品 2,158 3 . 1 899 3 . 1
　　上位 10 品目　計 50 ,835 72 . 7 19 , 134 66 . 8
　　自動車部品　計 69 ,880 100 .0 28 , 626 100 .0
b）輸　入 （億円，％）
no.
部品名
（大分類）
部品名
（中分類）
金額
00-13 年
増減額構成比 寄与率
1 車体電装品 ワイヤーハーネス 4,093 19 . 1 3 , 180 22 . 0
2 パワートレイン その他の動力伝導装置 1,553 7 . 2 1 , 033 7 . 1
3 タイヤ・ホイール ホイール 1,262 5 . 9 735 5 . 1
4 パワートレイン トランスミッション及びその部品 1,252 5 . 8 1 , 144 7 . 9
5 車体電装品 エアコン及びその部品 1,084 5 . 0 919 6 . 3
6 車体 その他の車体部品 995 4 . 6 346 2 . 4
7 タイヤ・ホイール タイヤ 994 4 . 6 556 3 . 8
8 エンジン 過給機及びその部品 911 4 . 2 581 4 . 0
9 車体電装品 照明・音響・電熱機器 846 3 . 9 595 4 . 1
10 エンジン ガソリンエンジン本体部品 811 3 . 8 556 3 . 8
　　上位 10 品目　計 13 ,802 64 . 2 9 , 644 66 . 6
　　自動車部品　計 21 ,481 100 .0 14 , 484 100 .0
　注）部品名（大分類）は略称を用いている。
資料）図 2 に同じ。
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表 5　国別・部品（中分類）別にみた自動車部品貿易の増減額に対する寄与率（2000 年-13 年）
a）日本の輸出　上位 10 項目 （％）
no. 国名
部品名
（大分類）
部品名
（中分類）
寄与率
1 中国 パワートレイン トランスミッション及びその部品 14 .4
2 タイ パワートレイン トランスミッション及びその部品 4.3
3 中国 パワートレイン その他の動力伝導装置 2.9
4 タイ エンジン ディーゼルエンジン 2.8
5 中国 エンジン ガソリンエンジン本体部品 2.5
6 タイ 車体 車体 2.1
7 アメリカ パワートレイン トランスミッション及びその部品 2.0
8 ドイツ パワートレイン トランスミッション及びその部品 2.0
9 中国 その他 その他の部品 2.0
10 タイ エンジン ガソリンエンジン本体部品 2.0
b）日本の輸出　下位 5 項目 （％）
no. 国名
部品名
（大分類）
部品名
（中分類）
寄与率
1 アメリカ エンジン ガソリンエンジン -5 .1
2 アメリカ その他 その他の部品 -2 .4
3 アメリカ 車体 その他の車体部品 -2 .3
4 アメリカ 車体電装品 ラジオとカーステレオ -1 .3
5 台湾 その他 その他の部品 -0 .6
c）日本の輸入　上位 10 項目 （％）
no. 国名
部品名
（大分類）
部品名
（中分類）
寄与率
1 ベトナム 車体電装品 ワイヤーハーネス 7.9
2 中国 車体電装品 ワイヤーハーネス 7.6
3 中国 タイヤ・ホイール ホイール 4.5
4 中国 車体電装品 エアコン及びその部品 4.2
5 フィリピン 車体電装品 ワイヤーハーネス 3.3
6 中国 パワートレイン その他の動力伝導装置 2.9
7 中国 車体 その他の車体部品 2.4
8 インドネシア 車体電装品 ワイヤーハーネス 2.3
9 中国 車体電装品 照明・音響・電熱機器 2.1
10 タイ 車体電装品 エアコン及びその部品 2.1
d）日本の輸入　下位 5 項目 （％）
no. 国名
部品名
（大分類）
部品名
（中分類）
寄与率
1 アメリカ 車体 その他の車体部品 -2 .4
2 アメリカ エンジン ガソリンエンジン -1 .9
3 アメリカ タイヤ・ホイール タイヤ -0 .7
4 フィリピン 車体電装品 ラジオとカーステレオ -0 .7
5 アメリカ その他 その他の部品 -0 .6
資料）図 2 に同じ。
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ンエンジン本体部品」であった。
　それでは，これまで別々にみてきた国レベル
と部品レベルの分析を統合しよう。表 5 は，世
界219カ国・地域と中分類43品目のデータをク
ロスさせ，この全部で9,417項目に関して，2000
年から2013年にかけての貿易総額の増減にお
ける寄与率 5 ）の上位10項目と下位 5 項目を示
したものである。
　輸出では中国，タイ，アメリカ，そしてドイ
ツ向けの「トランスミッション及びその部品」
の増加が著しいことがわかる。とくに中国への
「トランスミッション及びその部品」は，寄与率
が14.4％と非常に高い。また中国やタイ向けに
「ディーゼルエンジン」，「ガソリンエンジン本
体部品」が増加している。これに対して，アメ
リカ向けの「ガソリンエンジン」が大きく減少
している。
　輸入では，ベトナム，中国，フィリピン，イン
ドネシアからの「ワイヤーハーネス」が増加し
ている。意外にも日本の輸入相手国で第 3 位と
なるタイから，飛び抜けて増加している部品は
ない。また下位 5 品目をみると，アメリカ向け
に，複数の部品が名を連ねている。
　以上から自動車部品貿易における「アジア・
シフト」は，中国，タイ，インドネシア，ベトナ
ムのアジア 4 カ国とのあいだで，輸出では「ト
ランスミッション及びその部品」，輸入では「ワ
イヤーハーネス」の貿易が拡大するなか，アメ
リカとのあいだで，輸出入ともに「ガソリンエ
ンジン」，「その他の車体部品」，「その他の部品」
の貿易が縮小することで生じたと指摘すること
ができる。
Ⅲ　グローバル立地が部品貿易に与え
る影響
　 1．立地データについて
　本節では，2013年における日本の自動車関連
企業の海外製造現地法人数と日本の自動車メー
カーの自動車生産台数を国別に整理し，自動車
部品貿易との対応関係を把握することで，増加を
続ける日本の自動車部品貿易は，従来から存在
していた日本の自動車関連企業間のネットワー
クをパイプラインとしていることを指摘する。
　分析に入る前に，本稿で利用する立地デー
タについて説明したい。まず海外における
日 本 の 自 動 車 メ ー カ ー の 自 動 車 生 産 台 数
は，OICA（Organisation Internationale des
Constructeursd’Automobiles）のホームページ
に掲載されているProductionStatisticsを利用
した。OICAは，世界38の自動車業界団体から
構成されている国際組織であり，毎年，自動車
工業会または担当官庁からデータを収集・集
計し，世界各国の自動車の販売台数と生産台数
を公表している。ただしOICAのホームページ
には，販売台数は2005年から，生産台数は1998
年からの数字しか存在しない。それゆえ2000年
と2013年の自動車販売台数の変化をみるにあ
たって，本稿では，2000年は日本自動車工業会
の『世界自動車統計年報』を利用した。しかしな
がら日本自動車工業とOICAともに，世界各国
の自動車工業会または担当官庁からデータを収
集し，集計しているため，その連続性に問題は
ないと考えられる。
　つぎに日本の自動車関連の製造法人数は，東
洋経済新報社の『海外進出企業総覧（会社別編）』
を利用した。とくに『海外進出企業総覧（会社別
編）』のデータは，国内の主要企業（約6,000社）
に対するアンケート調査をベースとしており，全
数調査ではないことに注意する必要がある。本
稿では『海外進出企業総覧（会社別編）』の「輸送
機器」に掲載されている海外現地法人の事業内
容をチェックし，自動車および自動車部品を生
産している現地製造法人のみをピックアップし
た。よって輸送機器に分類される現地製造法人
であっても，船舶，飛行機，フォークリフト，四
輪バギーおよびそれらの部品などを生産する海
外現地法人は除外されている。また，自動車関連
の企業であっても，研究開発，金融，統括，販売
などを担当する海外現地法人も除外されている。
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　 2．日本企業のグローバル立地
　2000年以降，世界の自動車販売台数は，2000
年の5,780万台から2013年には8,564万台と，こ
の13年間で1.5倍近く増加している。
　この増加を牽引しているのは，やはり中国
市場の台頭である。2000年，200万台に過ぎな
かった中国の販売台数は，2013年には2,200万
台近くまで増加，世界の販売台数の26％を占め
るに至っている。中国の他にも，ブラジル，イ
ンド，ロシア，タイ，インドネシアなどの新興
国が大きく販売台数を伸ばしている。なかで
もブラジル，インド，ロシアは，この13年間で
247万台，236万台，194万台と，中国と比較す
ると見劣りはするものの，販売台数を増加させ
ており，自動車産業においてもBRICsの存在感
は大きい。
　これに対して先進国の自動車市場は停滞して
いる。とくにアメリカの△211万台を中心に，
日本の△59万台，ドイツの△44万台，フランス
の△40万台，そしてイタリア△122万台など，
自動車メーカーの本拠地での減少幅が大きく
なっている。
　このように，世界の自動車市場の地理的な重
心は先進諸国から発展途上国へとシフトするな
か，日本の自動車メーカーは，積極的にグロー
バル立地を拡大させている。日本の自動車メー
カーの海外生産台数は，2000年の628万台から
2013年には1,675万台と，約1,000万台近くも増
加している。図 4 から明らかなように，この海
外生産の拡大は，完成車の輸送費の節約を目指
資料）OICA（2015）をもとに筆者作成。
図 4　日本の自動車メーカーのグローバル生産の変化
a) 2000年 
 
b) 2013年 
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した「市場指向立地」という立地戦略のもと，積
極的に中国，タイ，インドネシア，そしてイン
ドのアジア諸国を中心に実施されている 6 ）。
　2000年から2013年にかけて，日本での生産
台数が 51 万台も減少するなか，中国は 330 万
台，タイは170万台，インドネシアは85万台，
インドは131万台の増加を記録している。2013
年，いまだ本拠地の日本の生産台数が963万台
と一番多いものの，海外の生産台数も，中国が
341万台，タイが200万台，インドネシアが111
万台，そしてインドが170万台にまで増加して
いる。
　日本の自動車メーカーは，このアジア諸国へ
の進出と同時に，北米での現地生産の拡大も実
施している。北米市場が停滞するなか，2000年
から2013年にかけて，生産台数を，アメリカで
114万台，カナダで40万台，そしてメキシコで
47万台と，あわせて200万台以上増加させてい
るのである。
　このような日本の自動車メーカーの「市場指
向立地」という立地戦略の背景には，その他の
工業製品と比較して，輸出に際しての輸送費が
高いという自動車の技術的な特徴がある。ここ
で輸送費とは，輸送業者に支払う運賃だけでな
く，関税，通関手数料，海上保険料，在庫金利，
為替リスクなども含んでいる。それゆえ輸送費
は，二国間の距離だけでなく，貿易相手国の採
用している貿易政策の影響も強く受けることに
なる。とくに高い関税だけでなく，輸入数量の
割当がある場合，輸送費は限りなく高くなると
考えることができる。
　それゆえ日本の自動車メーカーは，この輸送
費を節約するために，可能な限り販売する国・
地域で生産するのである。しかしながら，この
「市場指向立地」は，無制限に実施できるもので
はない。なぜならば，プレス，溶接，塗装，そし
て艤装の各工程を保有する本格的な組立工場
は，少なくとも年間10万台の生産を必要とす
る。つまり進出先の国・地域において，年間10
万台以上の販売が見込めない限り，本格的な組
立工場の建設によって発生する大きな固定費用
を頭割りするのに十分な規模の利益を達成でき
ないからである。
　日本の自動車メーカーによる海外での本格
的な組立工場の稼働は，当該国・地域における
自動車部品市場の拡大を意味する。この自動車
部品市場を目指して，日本の部品サプライヤー
は，輸送費の高い部品を生産する企業を中心
に，やはり「市場指向立地」という立地戦略のも
と，本拠地から当該国・地域に進出することに
なる。
　当然のことながら，日本の部品サプライヤー
にとっての取引相手は，日本の自動車メーカー
に限定されているわけではない。取引関係の
「オープン化」が進む今日，外国の自動車メー
カーの組立工場への納入を目指して進出する
ケースも考えられる。この場合も，やはり部品
サプライヤーによる「市場指向立地」という立
地戦略である。
　しかし自動車メーカーと異なり，部品サプラ
イヤーのなかには，「市場指向立地」と異なる
立地戦略を採用している企業もある。ワイヤー
ハーネスに代表される労働集約的な部品を生産
する部品サプライヤーは，労働費の節約を求め
て，安価かつ豊富な労働力が調達できる国・地
域に進出するのである。すなわち「労働指向立
地」という立地戦略である。
　それでは，以下で実際に，世界各国における
自動車関連の日系製造法人数と日本の自動車
メーカーの海外生産台数を比較することで，日
本の自動車関連企業のグローバル立地戦略を確
認しよう。
　2013年現在，海外に立地する自動車関連の日
系製造法人数は1,352社であった（表 6）。立地
数の多い国をみると，やはり中国（334社），ア
メリカ（195社），タイ（172社），インドネシア
（105社），インド（83社）と，日本の自動車メー
カーによる海外生産が盛んな国が上位に名を連
ねている。2000年から2013年にかけての増減
をみても，すでに30年以上の現地生産の歴史を
持つアメリカは別として，中国を筆頭に，タイ，
インド，インドネシアなど，日本の自動車メー
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カーによる海外生産が伸びている国が上位と
なっている。
　つまりこれらの国々は，基本的に「市場指向
立地」の受け皿として，日本の自動車関連企業
の集積が進んでいる傾向が強いと指摘すること
ができよう。
　対してベトナム，フィリピン，韓国の 3 カ国
は，日本の自動車メーカーの現地生産がほとん
どないが，30社を超える自動車関連企業が進出
している。さらにベトナム，フィリピンでは，
自動車メーカーの本拠地国を問わず，自動車
の生産台数それ自体が小さい（それぞれ4.0万
台と5.2万台）。それゆえベトナムとフィリピン
は，「労働指向立地」の受け皿として集積が進ん
でいると考えられる 7 ）。
　 3．グローバル立地と部品貿易の関係
　ここでは，第一に日本の自動車関連企業のグ
ローバルな立地が，日本の自動車部品の貿易に
どのような影響を与えているのか確認する。
　表 7 から，日本からの自動車関連企業の進出
（自動車の生産台数や日系現地製造法人数）と
貿易額のあいだには，強いつながりがあること
がわかる。日本から多くの自動車関連企業が進
出している中国，アメリカ，タイ，インドネシ
アなどの国々は，日本との自動車部品の貿易額
が多い。2000年から2013年にかけての増減を
みても，同様の強いつながりが確認される。日
本の自動車メーカーの自動車生産台数または/
および日系現地製造法人数の増加した中国，タ
イ，インドネシア，ベトナムは，日本との自動
車貿易額も増加している。このように，日本の
表 6　日系自動車関連企業の製造法人数と日本の自動車メーカーの海外生産台数
（社，万台）
no. 国　名
日　　系
製造法人数
00-13 年
増　減
海　　外
生産台数
00-13 年
増　減％ ％
1 中国 334 24 .7 242 341 20 . 3 330
2 アメリカ 195 14 .4 9 363 21 . 7 114
3 タイ 172 12 .7 68 200 11 . 9 170
4 インドネシア 105 7 .8 51 111 6 . 6 85
5 インド 83 6 .1 51 170 10 . 2 131
6 メキシコ 52 3 .8 31 81 4 . 8 47
7 ベトナム 43 3 .2 31 4  0 . 2 3 
8 ブラジル 39 2 .9 22 34 2 . 1 31
9 台湾 37 2 .7 -16 27 1 . 6 -4
10 イギリス 32 2 .4 -6 82 4 . 9 25
11 フィリピン 31 2 .3 2 7  0 . 4 3 
12 韓国 31 2 .3 9 0  0 . 0 0 
13 マレーシア 27 2 .0 5 32 1 . 9 12
14 カナダ 23 1 .7 0 91 5 . 5 40
15 チェコ 13 1 .0 12 7  0 . 4 7 
16 ロシア 13 1 .0 13 4  0 . 2 4 
17 フランス 10 0 .7 2 19 1 . 1 19
18 スペイン 10 0 .7 -2 13 0 . 8 -3
19 ポーランド 10 0 .7 7 0  0 . 0 0 
20 トルコ 9 0 .7 5 12 0 . 7 8 
　上位 20 カ国　計 1,269 93 . 9 536 1 , 598 95 . 4 1 , 021
　世界　計 1,352 100 .0 566 1 ,675 100 .0 1 , 047
　　注）網掛けは，海外生産台数に対する日系製造法人数が多い国である。
　資料）東洋経済新報社（2001，2014），OICA（2015）をもとに筆者作成。
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表 7　自動車部品貿易と自動車関連企業の海外進出
a）2013 年の数値と構成比 （億円，社，万台，％）
no. 国名
日本の
貿易額
日本の
輸　出
日本の
輸　入
日系現地
製造法人数
日　　系
生産台数％ ％ ％ ％ ％
1 中国 18 ,304 20 . 0 11 , 097 15 . 9 7 , 207 33 . 5 334 24 . 7 341 20 . 3
2 アメリカ 18 ,104 19 . 8 16 , 445 23 . 5 1 , 659 7 . 7 195 14 . 4 363 21 . 7
3 タイ 9,636 10 . 5 7 , 555 10 . 8 2 , 082 9 . 7 172 12 . 7 200 11 . 9
4 インドネシア 4,399 4 . 8 3 , 324 4 . 8 1 , 075 5 . 0 105 7 . 8 111 6 . 6
5 ドイツ 3,612 4 . 0 2 , 031 2 . 9 1 , 580 7 . 4 7  0 . 5 0  0 . 0
6 韓国 2,835 3 . 1 1 , 390 2 . 0 1 , 445 6 . 7 31 2 . 3 0  0 . 0
7 イギリス 2,270 2 . 5 2 , 041 2 . 9 228 1 . 1 32 2 . 4 82 4 . 9
8 メキシコ 2,189 2 . 4 1 , 985 2 . 8 204 0 . 9 52 3 . 8 81 4 . 8
9 ベトナム 2,048 2 . 2 311 0 . 4 1 , 737 8 . 1 43 3 . 2 4  0 . 2
10 マレーシア 1,863 2 . 0 1 , 514 2 . 2 349 1 . 6 27 2 . 0 32 1 . 9
11 カナダ 1,839 2 . 0 1 , 729 2 . 5 110 0 . 5 23 1 . 7 91 5 . 5
12 台湾 1,767 1 . 9 1 , 155 1 . 7 612 2 . 8 37 2 . 7 27 1 . 6
13 フィリピン 1,764 1 . 9 657 0 . 9 1 , 107 5 . 2 31 2 . 3 7  0 . 4
14 オランダ 1,698 1 . 9 1 , 573 2 . 3 125 0 . 6 0  0 . 0 0  0 . 0
15 ロシア 1,510 1 . 7 1 , 508 2 . 2 2  0 . 0 13 1 . 0 4  0 . 2
16 ブラジル 1,473 1 . 6 1 , 453 2 . 1 20 0 . 1 39 2 . 9 34 2 . 1
17 UAE 1 ,401 1 . 5 1 , 400 2 . 0 1  0 . 0 1  0 . 1 0  0 . 0
18 フランス 1,312 1 . 4 958 1 . 4 354 1 . 7 10 0 . 7 19 1 . 1
19 インド 1,203 1 . 3 1 , 047 1 . 5 156 0 . 7 83 6 . 1 170 10 . 2
20 オーストラリア 1,061 1 . 2 1 , 013 1 . 5 48 0 . 2 6  0 . 4 11 0 . 6
　　上位 20 カ国　計 80 ,287 87 . 9 60 , 185 86 . 1 20 , 101 93 . 6 1 , 241 91 . 8 1 , 577 94 . 2
　　世界　計 91 ,362 100 .0 69 , 880 100 .0 21 , 481 100 .0 1 , 352 100 .0 1 , 675 100 .0
b）2000-2013 年の増減と寄与率 （億円，社，万台，％）
no. 国名
日本の
貿易額
日本の
輸　出
日本の
輸　入
日系現地
製造法人数
日　　系
生産台数％ ％ ％ ％ ％
1 中国 16 ,080 37 . 3 9 , 726 34 . 0 6 , 354 43 . 9 242 42 . 8 330 31 . 6
2 アメリカ -939 -2 .2 -338 -1 .2 -601 -4 .2 9  1 . 6 114 10 . 9
3 タイ 7,546 17 . 5 5 , 957 20 . 8 1 , 590 11 . 0 68 12 . 0 170 16 . 2
4 インドネシア 2,628 6 . 1 1 , 830 6 . 4 799 5 . 5 51 9 . 0 85 8 . 1
5 ドイツ 1,965 4 . 6 879 3 . 1 1 , 087 7 . 5 6  1 . 1 0  0 . 0
6 韓国 1,365 3 . 2 245 0 . 9 1 , 120 7 . 7 9  1 . 6 0  0 . 0
7 イギリス 478 1 . 1 477 1 . 7 1  0 . 0 -6 -1 .1 25 2 . 4
8 メキシコ 1,235 2 . 9 1 , 061 3 . 7 175 1 . 2 31 5 . 5 47 4 . 5
9 ベトナム 1,854 4 . 3 263 0 . 9 1 , 591 11 . 0 31 5 . 5 3  0 . 3
10 マレーシア 841 2 . 0 639 2 . 2 202 1 . 4 5  0 . 9 12 1 . 2
11 カナダ 581 1 . 3 533 1 . 9 48 0 . 3 0  0 . 0 40 3 . 8
12 台湾 -251 -0 .6 -488 -1 .7 237 1 . 6 -16 -2 .8 -4 -0 .4
13 フィリピン 716 1 . 7 113 0 . 4 603 4 . 2 2  0 . 4 3  0 . 2
14 オランダ 763 1 . 8 683 2 . 4 81 0 . 6 -3 -0 .5 -6 -0 .6
15 ロシア 1,480 3 . 4 1 , 479 5 . 2 1  0 . 0 13 2 . 3 4  0 . 4
16 ブラジル 1,055 2 . 4 1 , 051 3 . 7 5  0 . 0 22 3 . 9 31 2 . 9
17 UAE 1 ,015 2 . 4 1 , 014 3 . 5 1  0 . 0 1  0 . 2 0  0 . 0
18 フランス 706 1 . 6 521 1 . 8 185 1 . 3 2  0 . 4 19 1 . 8
19 インド 752 1 . 7 604 2 . 1 148 1 . 0 51 9 . 0 131 12 . 5
20 オーストラリア -92 -0 .2 -5 -0 .0 -88 -0 .6 1  0 . 2 -2 -0 .2
　　上位 20 カ国　計 39 ,779 92 . 3 26 , 242 91 . 7 13 , 537 93 . 5 519 91 . 7 1 , 001 95 . 7
　　世界　計 43 ,110 100 .0 28 , 626 100 .0 14 , 484 100 .0 566 100 .0 1 , 047 100 .0
資料）財務省（2015a），東洋経済新報社（2001，2014），OICA（2015）をもとに筆者作成。
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自動車関連企業のグローバル立地の拡大は，日
本の自動車部品貿易を拡大させている。
　しかしながら，この構図に当てはまらない国
も存在する。ドイツとインドである。ドイツに
は，日本の自動車関連企業はほとんど存在しな
いが，日本の自動車部品貿易額に占めるシェア
は2.9％に達している。フォルクス・ワーゲンや
BMW，ボッシュ，コンチネンタル，マーレなど，
国際競争力の高い自動車関連企業の本拠地であ
ることが，その原因と考えられる。
　反対にインドは，日本の自動車関連企業の多
数の立地があるにも関わらず，日本の自動車部
品貿易額に占めるシェアは1.3％にとどまって
いる。とくに日本への輸出額が少なく，いまだ
156億円（シェア0.7％）に過ぎない。日本から
の輸出の少なさはインドにおける部品の現地調
達の進展を，輸入の少なさはインドの技術水準
の低さを想起させる。しかしこの原因について
は，より詳細なインドの自動車産業についての
分析を必要とする。
　つづいて第二に，品目別にみた自動車部品貿
易の動向から，日本の自動車関連企業のグロー
バルな立地戦略における世界各国のポジション
を，とくに重要な北米のアメリカ，そしてアジ
アの中国，タイ，インドネシア，ベトナム，フィ
リピンに絞って確認しよう。
　1980年代から本格的な組立工場が稼働し，部
品サプライヤーの随伴立地が進んでいるアメリ
カには，2000年以降，日本の自動車メーカーに
よる生産台数は増加したものの，自動車関連企
業の進出は少なかった。そして自動車部品貿易
は減少傾向にあった。それでも，日本にとって
アメリカは，現在も輸出入額の合計では第一位
の貿易相手国となっている。日本の北米への輸
出額の減少は，すでに部品の現地調達がかなり
のレベルまで進んでいることが原因と考えられ
る。しかしながら日本からのアメリカへ「トラ
ンスミッション及びその部品」の輸出は増えて
いたことは興味深い。また日本のアメリカから
の輸入では，多くの部品分野で減少しており，
アメリカ製の自動車部品の国際競争力の低下が
伺える。
　つぎにベトナムとフィリピンは，2000年以
降の部品貿易の動向を照らし合わせるならば，
「労働指向立地」の受け皿として集積が進んだ
と断言することができよう。対日貿易収支をみ
ても，両国は大幅な黒字であり，日本の輸出が
極めて少ない。さらに2000年から2013年にか
けて，日本の自動車部品の輸入増の寄与率をみ
ても，ベトナムの「ワイヤーハーネス」が7.9％
（第一位），フィリピンの「ワイヤーハーネス」が
3.3％（第五位）と，労働集約的な部品が目立っ
ている。
　最後に中国，タイ，インドネシアは，日本の
自動車メーカーの生産台数，日本の自動車関連
企業の立地数，そして日本との自動車部品貿
易と，すべての指標において成長が著しかっ
た。これらの 3 カ国は，「市場指向立地」の受け
皿として，日本の自動車関連企業の集積が進ん
でいる傾向が強いと推測される。2000年から
2013年にかけて日本の自動車部品の輸出は 2
兆8,626億円も大幅に増加したが，これらの 3
カ国でその60％以上が説明される。品目をみる
と，エンジンやパワートレイン関連の部品の増
加が目立った。しかしながら，反対に輸入の動
向をみるとベトナムやインドネシアと同じく，
中国とインドネシアは，2000年から2013年に
おける日本の自動車部品の輸入増の寄与率で，
「ワイヤーハーネス」がそれぞれ7.6％，2.3％と
高い値を示していた。つまり中国とインドネシ
アは，同時に「労働指向立地」の受け皿としての
性格も備えているといえる。
　これまでの考察から，当該国における日本の
自動車メーカーの現地生産の拡大が，日本から
当該国への部品輸出の増加をもたらし，当該国
の日本の自動車メーカーの組立工場や安価な労
働力を目指した部品サプライヤーの進出が，日
本の当該国からの部品輸入の増加をもたらして
いることが明らかになった。
　このことから，さらなる分析は必要であるも
のの，日本の自動車部品貿易は，日本国内にお
ける企業内または企業間の部品取引が，日本の
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自動車関連企業のグローバル展開によって地
理的に延長され，国際的な部品取引に転換する
ことで，拡大していると推測することができよ
う。
Ⅳ　結　論
　最後に，本稿における分析をまとめ，今後の
研究を展望することで結びとする。
　第一に2000年から2013年にかけて，日本の
自動車部品の輸出と輸入は，途中，世界的な金
融危機の影響を受けつつも，全体としては順調
に右肩上がりに成長を続けている。しかし貿易
収支（純輸出）は頭打ちの状況にあった。
　第二に日本の自動車部品貿易の地理をみる
と，輸出入ともに北米の低迷とアジアの成長に
よる「アジア・シフト」が確認された。
　第三に「アジア・シフト」の中身は，アメリカ
との自動車部品貿易の縮小，そして中国，タイ，
インドネシア，ベトナムといった新興国との自
動車部品貿易の拡大であった。輸出においては
中国，タイ，インドネシアへの「トランスミッ
ション及びその部品」の増加が，輸入において
は中国，タイ，ベトナムからの「ワイヤーハー
ネス」の増加が顕著であった。
　第四に，これらのアジア 4 カ国では，日本の
自動車メーカーの自動車生産台数または/およ
び日系現地製造法人数の増加，すなわちアジア
諸国への日本企業のグローバル立地の拡大が存
在していた。つまり日本の自動車部品貿易の拡
大は，国内において従来から結ばれていた日本
企業間のネットワークが，グローバル化した結
果であると推測することができる。
　現時点では，日本の自動車部品の純輸出は一
定に推移しており，純輸出の減少による国内生
産の減少という流れはない。しかし本稿のこれ
までの分析を踏まえるならば，自動車部品の国
内生産の未来は明るいとはいえない。
　自動車メーカーの海外生産の拡大は，日本の
自動車部品の輸出の増加要因となるが，それに
伴う「市場指向立地」の立地戦略による部品サ
プライヤーの海外進出は輸出の減少要因であ
る。さらに部品メーカーの海外進出は，新興国
における自動車産業集積の競争力強化につなが
るため，日本の自動車部品の輸入の増加要因と
もなる。
　いまだアジア諸国からの自動車部品の輸入は
ワイヤーハーネスなど，労働集約的なものが主
流を占めていた。しかし中国，タイ，インドネ
シアなどにおいて，さらに日本の部品サプライ
ヤーの立地が進展し，当該国の自動車産業集積
がグレードアップすることになると，日本の輸
入する自動車部品の量と種類は増加していくこ
とになろう。本稿の分析で明らかになったよう
に，すでに一部，中国からの輸入においては，
パワートレインを構成する「その他の動力伝導
装置」の増加も確認された。
　今後，さらにアジア諸国からの自動車部品の
輸入が拡大していくか否かを考察するために
は，そこで形成されている自動車産業集積にお
ける，部品別にみた日本と先進国の部品サプラ
イヤーの進出状況，民族系の部品サプライヤー
の生産状況や技術力のレベルなどを詳細に分
析する必要があるが，これは今後の課題とした
い。
【付　記】
　本稿は日本学術振興会科学研究費の助成による研究
プロジェクト「地域経済発展における生産ネットワー
クと地域振興政策の相互作用に関する研究」（研究代表
者：山本健兒，基盤研究（B），課題番号：25284168）に
よる研究成果の一部である。
注
1 ）HSコードの詳細については次節を参照されたい。
2 ）ここでの部品名は，本稿での表記に変更している。
詳しくは次節および付表を参照されたい。
3 ）本稿の地域区分は，基本的に財務省関税局『貿易
統計』のホームページに掲載されているに地域
区 分に従っている（http://www.customs.go.jp/
toukei/sankou/dgorder/a1.htm，2015 年 6 月 20
日アクセス）。そこではアジア，大洋州，北米，中
南米，西欧，中東欧・ロシア等，中東，アフリカ，
特殊地域の10の地域が設定されている。本稿に
おける欧州とは，西欧と中東欧・ロシア等をあわ
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せた地域とした。またメキシコは，NAFTAなど
アメリカやカナダとの経済的な結びつきが強いた
め，中南米ではなく，北米に含めている。
4 ）ここでの貿易総額の増減における寄与率とは，対
象期間における当該地域・当該部品の貿易額の増
減を，貿易総額の増減で割ったものである。例え
ば，2000年から2013年における輸出額の増減に対
するA国・X部品の寄与度は，以下の式で表され
る。
　　式：寄与率＝（A国・X部品の輸出額の増減）/
（輸出総額の増減）×100
　　　つまり貿易額の増減における寄与率とは，貿易
総額の増減を100とした場合の，それに対する各
項目の影響度を100分率で示したものである。
5 ）寄与率については，注 4 を参考のこと。
6 ）この動きは，2010年代に入っても加速している。
詳しくは藤川（2015）を参照されたい。藤川（2015）
では，OICAのデータと各社の報道資料等を整理
することで，自動車メーカー別のグローバルな立
地戦略を分析している。
7 ）韓国は，例外的な存在である。世界的な自動車
メーカーである現代自動車の本拠地であること，
また韓国の自動車メーカー各社は，1990年代まで
日本車のOEM生産を行っていたこと，日本と地
理的に近接していることなど，日本の自動車関連
企業の韓国への進出は複数の要因が絡み合ってい
ると推測される。韓国について，韓国に進出して
いる部品サプライヤーの分析，そして日韓の自動
車部品貿易の分析をする必要がある。これについ
ては，今後の課題としたい。
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付表　自動車部品の分類表
Code
（大分類）
部品名
（大分類）
Code
（中分類）
部品名
（中分類）
HS4桁 HS9桁
（輸出）
HS9桁
（輸入）
100 エンジン及びその部品 101 ガソリンエンジン 8407 8407 .31 . 000 8407 .31 . 000
8407 .32 . 100 8407 .32 . 000
8407 .32 . 900 8407 .33 . 000
8407 .33 . 100 8407 .34 . 000
8407 .33 . 200
8407 .33 . 900
8407 .34 . 100
8407 .34 . 900
102 ディーゼルエンジン 8408 8408 .20 . 000 8408 .20 . 000
103 ガソリンエンジン本体部品 8409 8409 .91 . 100 8409 .91 . 010
104 ディーゼルエンジン本体部品 8409 8409 .99 . 100 8409 .99 . 010
105 エンジン用バッテリー 8507 8507 .10 . 000 8507 .10 . 010
8507 .10 . 020
106 エンジン用発電機 8502 8502 .11 . 000 8502 .11 . 000
8502 .12 . 000 8502 .12 . 000
107 エンジン用点火装置 8511 8511 .10 . 000 8511 .10 . 010
8511 .20 . 000 8511 .10 . 090
8511 .30 . 100 8511 .20 . 000
8511 .30 . 900 8511 .30 . 000
8511 .40 . 100 8511 .40 . 000
8511 .40 . 900 8511 .50 . 000
8511 .50 . 000 8511 .80 . 000
8511 .80 . 100 8511 .90 . 010
8511 .80 . 900 8511 .90 . 090
8511 .90 . 100
8511 .90 . 900
108 ろ過器 8421 8421 .23 . 000 8421 .23 . 010
8421 .29 . 000 8421 .23 . 090
8421 .31 . 000 8421 .29 . 010
8421 .99 . 000 8421 .29 . 090
8421 .31 . 000
8421 .99 . 010
8421 .99 . 090
109 ガスケットとメカニカルシール 8484 8484 .10 . 000 8484 .10 . 000
8484 .20 . 000 8484 .20 . 000
8484 .90 . 000 8484 .90 . 000
110 過給機及びその部品 8414 8414 .59 . 000 8414 .59 . 010
8414 .90 . 100 8414 .59 . 021
8414 .90 . 900 8414 .59 . 029
8414 .90 . 010
8414 .90 . 091
8414 .90 . 099
111 排気装置及びその部品 8708 8708 .92 . 000 8708 .92 . 000
112 ラジエター及びその部品 8708 8708 .91 . 000 8708 .91 . 000
200 パワートレイン及びその部品 201 クラッチ及びその部品 8708 8708 .93 . 000 8708 .93 . 000
202 トランスミッション及びその部品 8708 8708 .40 . 000 8708 .40 . 000
203 駆動軸（デフを含む）と非駆動軸及びその部品 8708 8708 .50 . 000 8708 .50 . 010
8708 .50 . 090
204 その他の動力伝導装置 8483 8483 .10 . 000 8483 .10 . 010
8483 .20 . 000 8483 .10 . 021
8483 .30 . 100 8483 .10 . 029
8483 .30 . 200 8483 .20 . 010
8483 .40 . 100 8483 .20 . 090
8483 .40 . 200 8483 .30 . 010
8483 .40 . 300 8483 .30 . 090
8483 .40 . 900 8483 .40 . 010
8483 .50 . 000 8483 .40 . 090
8483 .60 . 000 8483 .50 . 010
8483 .90 . 100 8483 .50 . 090
8483 .90 . 200 8483 .60 . 000
8483 .90 . 300 8483 .90 . 010
8483 .90 . 400 8483 .90 . 020
8483 .90 . 900 8483 .90 . 031
8483 .90 . 039
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付表　自動車部品の分類表（つづき）
Code
（大分類）
部品名
（大分類）
Code
（中分類）
部品名
（中分類）
HS4桁 HS9桁
（輸出）
HS9桁
（輸入）
300 タイヤ・ホイール 301 タイヤ 4011 4011 .10 . 000 4011 .10 . 010
4011 .20 . 000 4011 .10 . 090
4011 .40 . 000 4011 .20 . 000
4011 .40 . 010
4011 .40 . 090
302 チューブ 4013 4013 .10 . 000 4013 .10 . 000
303 ホイール 8708 8708 .70 . 000 8708 .70 . 010
8708 .70 . 090
400 ステアリング及びその部品 401 ステアリング及びその部品 8708 8708 .94 . 000 8708 .94 . 000
500 サスペンション及びその部品 501 懸架装置 8708 8708 .80 . 000 8708 .80 . 000
502 鉄鋼製シャシばねと板ばね 7320 7320 .10 . 100 7320 .10 . 010
600 ブレーキ及びその部品 601 ブレーキ 8708 8708 .30 . 000 8708 .31 . 000
8708 .39 . 000
602 ブレーキの摩擦材 6813 6813 .20 . 000 6813 .20 . 100
6813 .81 . 000 6813 .20 . 900
6813 .89 . 000 6813 .81 . 100
6813 .81 . 900
6813 .89 . 100
6813 .89 . 900
700 車体及びその部品 701 車体（原動機あり） 8706 8706 .00 . 100 8706 .00 . 000
8706 .00 . 200
8706 .00 . 900
702 車体（原動機なし） 8707 8707 .10 . 000 8707 .10 . 000
8707 .90 . 000 8707 .90 . 000
703 ガラス 7007 7007 .11 . 000 7007 .11 . 010
7007 .21 . 000 7007 .21 . 010
7007 .21 . 090
704 バンパー 8708 8708 .10 . 000 8708 .10 . 000
705 金属製ブラケット 8302 8302 .30 . 000 8302 .30 . 000
706 金属製キーセット 8301 8301 .20 . 000 8301 .20 . 000
707 シート 9401 9401 .20 . 000 9401 .20 . 000
708 シートベルト 8708 8708 .21 . 000 8708 .21 . 000
709 エアバック及びその部品 8708 8708 .95 . 000 8708 .95 . 000
710 バックミラー 7009 7009 .10 . 000 7009 .10 . 000
711 その他の車体部品 8708 8708 .29 . 000 8708 .29 . 000
800 車体電装品 801 ワイヤーハーネス 8544 8544 .30 . 000 8544 .30 . 010
8544 .30 . 090
802 照明・音響・電熱機器 8512 8512 .20 . 000 8512 .20 . 000
8512 .30 . 000 8512 .30 . 000
8512 .40 . 000 8512 .40 . 000
8512 .90 . 000 8512 .90 . 000
803 電球 8539 8539 .10 . 000 8539 .10 . 010
8539 .21 . 000 8539 .10 . 020
8539 .21 . 000
804 エアコン及びその部品 8415 8415 .20 . 000 8415 .20 . 000
8415 .90 . 000 8415 .90 . 010
8415 .90 . 090
805 ラジオとカーステレオ 8527 8527 .21 . 000 8527 .21 . 000
8527 .29 . 000 8527 .29 . 000
806 時計 9104 9104 .00 . 000 9104 .00 . 000
900 その他の部品 901 その他の部品 8708 8708 .99 . 900 8708 .99 . 090
902 逆止弁 8481 8481 .30 . 100 8481 .30 . 000
8481 .30 . 900
資料）財務省（2015b，2015c），自動車部品工業会（2015）をもとに筆者作成。
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